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我
が
国
の
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
「
世

界
水
準
の
芸
術
家
」
「
性
界
に
誇
れ
る
日
本
映
画
・
映

像
」
「
世
界
に
羽
ば
た
く
新
進
芸
術
家
」
「
感
受
性
豊

図
阿
研
修
へ
の
支
援
、
海
外
の
新
辿
芸
術
家
の
招
ヘ

い
、
芸
術
団
体
，
八
材
育
成
支
援
事
業
、
枇
界
最
高
水

準
の
指
禅
者
を
海
外
か
ら
招
へ
い
す
る
よ
優
秀
指
導

者
特
別
指
導
助
成
」
な
ど
を
行
い
、
世
界
に
羽
ば
た

＇
＼
新
進
芸
術
家
の
養
成
を
図
る
。

地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
舞
台
芸
術
や
伝
統
芸
能
に
直

接
ふ
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
「
本
物
の
舞
台
芸
術
に

触
れ
る
機
会
の
確
保
」
、
芸
術
家
等
の
出
身
地
域
の
学

校
へ
の
派
遣
や
文
化
部
活
動
の
成
果
癸
表
の
場
の
提

供
を
行
う
「
学
校
の
文
化
活
動
の
推
遮
」
、
地
域
の
文

化
芸
術
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
等
を
行
う
「
『
文

化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
』
支
援
事
業
」
、
子
ど
も

た
ち
が
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
ふ
れ
、

体
験
で
き
る
械
会
を
提
供
す
る
「
文
化
体
験
。
フ
ロ
グ

ラ
ム
支
援
事
業
」
〈
地
域
教
育
力
再
生
。
フ
ラ
ン
〉
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
公
立
文
化
施
設
が
行
う
地
域
連
携
型

の
事
業
に
対
す
る
支
援
等
を
行
う
「
公
立
文
化
施
設

の
活
性
化
に
よ
る
地
域
文
化
力
の
発
信
・
交
流
の
推

進
」
を
新
た
に
行
う
と
と
も
に
、
全
国
規
模
の
文
化

の
祭
典
で
あ
る
「
第
一
―

0
回
国
民
文
化
祭
」
（
平
成
一

七
年
一

0
月
二
二
日
＇
，
―
一
月
三
日
｀
呻
井
県
）
、
高

校
生
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る
「
第
二

九
回
金
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
（
平
成
一
七
年
七

芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援

芸
術
創
造
活
動

文
化
は
人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び
を
も
た
ら
し
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
う
え
で
の
大
き
な
力
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
日
本
社
会
の
活
性
化
の
た
め
に
は
，
「
文

化
力
」
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
平
成
一
三
年
に
成
立
し

た
文
化
芸
術
振
輿
基
本
法
、
平
成
一
四
年
に
閣
誼
決

定
を
行
っ
た
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
寸
る
基
本
的

な
方
針
」
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。

平
成
一
七
年
度
予
算
で
は
、
心
農
か
で
魅
力
あ
る

社
会
を
目
指
し
た

7

文
化
力
」
の
向
上
を
図
る
た
め
、

対
前
年
度
―
―
-
〇
〇
万
円

(
O
.
0
-
%
)
増
の
一

0
一
六
億
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
な
子
ど
も
た
ち
」
の
育
成
を
総
合
的
に
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
「
文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
」
に
よ
る

文
化
芸
術
創
造
活
動
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

月
二
七
日
ー
）
＝
―
-
日
三
塁
蒜
県
）
を
実
麓
す
る
。

な
お
、
地
域
文
化
の
振
興
に
関
し
て
、
平
成
一
七

年
二
月
に
文
化
審
謡
会
文
化
政
策
部
会
報
告
嘗
「
地

域
文
化
で
日
本
を
元
気
に
し
よ
う
！
」
が
公
表
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
積
極
的
に

周
知
し
て
い
く
。

国
語
は
、
我
が
国
文
化
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
時
代
の
変
化
や
社
会
の
進
限
に
応
じ
、
そ
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
適
切
に
検
討
し
、
必
要
な
改
善
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
平
成
一
六
年
二
月
＝
一
日

に
は
「
こ
汎
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
語
力
に

つ
い
て
」
が
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
に
答

申
さ
れ
、
現
在
、
本
答
申
の
趣
旨
に
つ
い
て
教
育
委

員
芸
等
を
通
じ
て
各
学
校
に
広
く
普
及
＇
啓
発
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
国
内
外
の
日
本
語
学
習
者
の
増
加
や
多
様

な
日
本
語
学
習
需
要
に
対
応
し
、
日
本
語
教
育
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
平
成
一
万
年
度
か
ら
、
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
・
推
進
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

我
が
国
に
は
、
教
派
、
宗
派
、
教
団
と
い
っ
た
大

規
模
な
宗
教
団
体
や
神
社
、
寺
院
、
教
会
等
の
大
小

チャイコフスキー記念東京バレエ団『創立40周年記念カラ』より「エチュート」

（平成 16年8月） ：吉岡美佳、木村和夫（左）、高岸直樹（右）
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文
化
財
の
保
存
修
理
等

文
化
財
の
次
世
代
へ
の

継
承
＠
発
展

に
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
優
秀
な
人
村
を
得
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
文
化
芸
術
創
造

プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
新
進
芸
術
家
等
の
海
外
留
学
や

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
団
体
が
存
在
し
、
多
様
な
宗
教
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
約
一
八
万
―
―

1
0
0

0
の
宗
教
団
体
が
、
宗
教
法
入
法
に
基
づ
く
宗
敦
法

人
に
な
っ
て
い
る
。

宗
教
法
入
制
度
は
、
憲
法
で
保
障
さ
汎
た
信
教
の

自
由
と
政
敦
分
離
の
原
則
に
基
づ
き
、
宗
教
団
体
の

自
由
で
自
主
的
な
活
動
を
保
障
す
る
た
め
、
宗
敦
団

体
に
法
人
格
を
付
与
す
る
こ
と
で
財
産
や
団
体
組
織

の
管
理
の
基
礎
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る。
文
化
庁
で
は
、
宗
教
法
人
法
に
基
づ
く
宗
教
法
人

の
認
証
事
務
や
宗
教
に
関
す
る
資
料
の
収
集
な
ど
を

行
い
宗
教
法
入
制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
宗

教
法
入
審
艤
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

国
宝
。
重
要
文
化
財
や
伝
統
的
建
造
物
群
を
適
切

に
保
存
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
計
酉
的
な

保
存
修
理
実
施
の
充
実
を
図
る
。
特
に
国
宝
・
重
要

文
化
財
（
建
造
物
）
の
保
存
活
用
と
支
援
体
制
の
現

状
を
調
査
し
、

N
P
o
等
と
の
連
携
に
関
す
る
実
践

的
研
究
を
と
お
し
て
、
効
果
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
築
を
目
指
す
。
ま
た
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
（
美

術
工
芸
品
）
等
を
火
災
や
盗
難
等
か
ら
守
り
、
保
存

芸
術
家
等
の
養
成

映
画
は
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
を
包
含
す
る
総
合
芸
術

で
あ
り
、
こ
れ
を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
平
成
一
五
年
四
月
に
「
映
画
振
興
に
関

す
る
懇
談
会
」
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
提
言
に
基
づ

き
、
よ
り
一
層
我
が
回
の
映
画
・
映
像
を
振
興
す
べ

く
、
平
成
一
六
年
度
よ
り
「
文
化
芸
術
創
造
プ
ラ
ン
」

の
中
で
、
「
『
日
本
映
画
・
映
像
』
振
興
プ
ラ
、

9

J
」
を

推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
映
画
＇
映
像
の
製

作
へ
の
支
援
、
映
画
の
上
映
支
援
、
映
画
・
映
像
の

人
材
養
成
、
映
匪
フ
ィ
ル
ム
の
保
存
を
行
う
と
と
も

に
、
優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
の
顕
彰
、
癸
表
お

よ
び
鑑
賞
の
場
を
提
供
す
る
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸

術
祭
」
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

映
画
。
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興

る
た
め

6? 
66 
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援
、
①
自
由
利
用
マ
ー
ク
の
普
及
等
を
行
っ
て
い
る
。

次
世
代
へ
の
伝
統
文
化
の
継
承

管
理
の
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
．
展
示
や
体
験
学

習
楓
能
を
加
え
た
整
備
事
業
を
実
施
し
、
多
様
な
煤

設
。
活
阻
を
図
る
。

我
が
国
の
伝
統
的
な
芸
能
や
工
芸
技
術
の
う
ち
、
・

芸
術
上
又
は
歴
史
上
価
値
の
高
い
も
の
を
重
要
無
形

文
化
財
と
し
て
指
定
し
、
そ
れ
ら
の
わ
ざ
を
声
回
度
に

体
現
し
て
い
る
保
持
者
（
重
要
餌
形
文
化
財
保
持
者
i

い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
や
そ
の
団
体
が
行
う
後
継
者

養
成
＇
技
術
錬
磨
の
た
め
の
経
費
を
補
助
す
る
と
と

も
に
、
重
要
餌
形
文
化
財
の
後
継
者
の
養
成
，
確
保

を
図
る
。

挫
蔵
文
化
財

保
襲
と
開
発
事
業
と
の
胴
整
の
円
滑
化
を
進
め
る
。

次
世
代
・
＇
と
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
土
・
日
喝

日
な
ど
に
お
い
て
、
学
校
、
文
化
腕
設
等
を
拠
点
と

し
、
茶
道
、
華
道
．
日
本
舞
踊
．
伝
統
音
楽
、
郷
土

芸
能
な
ど
を
計
画
的
・
継
続
的
に
体
験
・
習
得
で
き

国
際
的
課
題
へ
の
対
応

梅
賊
版
対
笑
に
つ
い
て
は
、
①
二
国
間
協
訊
に
よ

る
侵
害
発
生
国
へ
の
取
締
強
化
の
要
請
、
②
途
上
国

を
対
象
と
し
た
研
修
等
の
協
力
事
業
の
実
施
、
③
ア

ジ
ア
諸
国
の
一
般
国
民
を
対
象
と
し
た
著
作
権
教
育

事
業
、
①
権
利
者
向
け
の
手
引
き
書
の
作
成
な
ど
我

が
国
の
傘
業
の
諸
外
固
で
の
権
利
行
使
の
支
援
、
⑤

官
民
合
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派
遣
な
ど
官
民
連
携
の
強

化
等
の
施
策
を
積
極
的
に
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
八
年
に

W
e
T
（
著
作
権
に
関
す
る

祉
界
知
的
所
有
権
檬
関
条
約
）
お
よ
び

W
P
P
T
（実

濱
及
び
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
世
界
知
的
所
有
権
機
関

条
約
）
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
y
卜
の

普
及
お
よ
び
情
報
技
術
の
癸
展
に
対
応
し
た
著
作
物

保
設
の
国
際
的
な
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
ア

ジ
ア
諸
国
を
中
心
に

W
C
T

、

~
W
P
P
T
の
早
期
締

結
を
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
現
在

W
I
P
1
0

（
世
界
知
的
所
有
権
核
関
）
で
検
討
中
の
放
送
条
約
等

の
策
定
に
積
極
的
に
参
圃
し
て
い
く
。

著
作
権
教
育
の
充
実

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
著
作
物
の

創
作
手
段
や
利
用
手
段
が
急
速
に
拡
大
。
普
及
し
て

い
る
た
め
、
「
著
作
権
教
育
」
の
充
実
は
、
極
め
て
戴

要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
文
化
庁
で
は
、
平

成
一
四
年
度
か
ら
、
著
作
権
に
関
す
る
総
合
的
な
教

史
跡
簿
の
保
存
，
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
所
有

者
や
管
理
団
体
等
が
行
う
保
存
修
理
事
業
お
よ
び
公

有
化
事
業
綽
に
対
す
る
国
庫
袖
助
定
実
施
す
る
。

埋
蔽
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
費
用
負
担
が
固
難
な

史
跡
等
の
保
存
包
整
備
こ
活
用

伝
統
文
化
を
支
え
る
人
材
養
成
。
確
保

国
立
劇
場
年
初
国
立
劇
場
の
充
実

国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
発
信
の
拠
点

と
し
て
の
様
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
汎
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
国
立
国
除
美
術
館
は
大
阪
市
（
北
区
中
之

島
）
へ
新
築
移
転
し
、
平
成
一
六
年
―
一
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ま
た
、
福
岡
県
太
宰

府
市
に
設
置
す
る
九
州
国
立
博
物
館
に
つ
い
て
は
平

成
一
七
年
一

0
月
一
五
日
の
開
館
に
向
け
て
詰
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
国
立
新
美
術
館
に
つ
い
て
は
平
成

一
八
年
度
の
開
館
を
目
指
し
て
管
理
・
運
営
等
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一
六
年
一
月
に
開
場
し
た
国
立
劇
場

お
き
な
わ
で
は
、
公
演
事
業
は
も
と
よ
り
、
伝
承
者

養
成
、
芸
能
記
録
作
成
、
資
料
収
集
活
用
等
を
実
厖

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
立
劇
場
で
は
、
歌
舞
伎
、
能
楽
、
文
楽
、
演
芸

な
ど
の
伝
統
芸
能
を
、
原
作
を
尊
重
し
た
正
し
い
か

た
ち
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
伝
承
者
の
養
成
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
国
立
劇
場
で

な
国
立
文
化
施
設
等
の
整
備

文
化
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

育
事
業
で
あ
る
著
作
権
学
ぽ
ヽ
「
↓
プ
ロ
ジ
ェ
タ
ト
を
展

開
し
て
お
り
、
引
き
続
き
そ
れ
ら
の
推
進
を
図
っ
て

国
際
文
化
交
流
の
推
進

文
化
の
国
際
交
流
＠
協
力

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
情
報
の
発
信

る
機
会
を
、

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た

祭
礼
行
事
華
の
個
性
豊
か
な
伝
統
文
化
の
継
承
•
•
発

展
を
図
る
た
め
、
伝
統
文
化
保
存
団
体
等
が
｛

る
保
存
・
活
用
の
た
め
の
事
業
を
支
援
す
る
。

平
成
一
六
年
五
月
の
文
化
財
俣
履
怯
の
一
部
近
正

に
よ
'11

、
'
'
人
と
自
然
の
か
か
わ
り
か
中
で
作
り
出
さ

しふ4ヽ
4

0
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る
用
具
、
用
品
等
の
製
作
技
術
な
ど
地
域
に
お
い
て

伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗
技
術
を
新
た
に
保
護
の
対
象

と
す
る
と
と
も
に
、
近
代
の
文
化
財
等
を
保
護
す
る

た
め
建
造
物
以
外
の
有
形
の
文
化
財
に
も
登
蝶
制
度

を
拡
充
し
た
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
施
行
）
e

こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
は
、

新
た
に
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
等
を
行
う
と
と
も

に
、
保
設
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

平
成
一
六
年
度
の
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
で

は
、
既
存
の
条
約
へ
の
対
応
を
ほ
ほ
終
え
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
重
要
性
・
緊
急
性
な
ど
に
か
ん
が
み

r

今

後
優
先
し
て
対
応
す
べ
き
著
作
楕
怯
上
の
課
題
を
、

大
局
的
・
体
系
的
な
観
点
か
ら
抽
出
・
整
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
検
酎
を
行
い
、
「
著
作
惟
快
に
関
す

る
今
後
の
検
討
課
題
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
平
成
一

七
年
二
月
よ
り
同
分
科
会
法
制
間
題
小
委
員
会
に
お

い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
も
設
け
つ
つ
、
具
体

的
な
検
討
を
始
め
て
い
る
。

著
作
物
の
円
滑
な
流
遥
の
促
進
の
た
め
、
①
著
作

権
等
管
理
事
業
法
の
見
直
し
、
②
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
開
発
の
支
援
、
③
契
約
シ
ス
テ
ム
構
築
の
支

は
、
オ
ベ
ラ
・
バ
レ
エ
・
現
代
舞
踊
・
演
劇
な
ど
の

現
代
舞
台
芸
術
の
公
演
、
実
演
家
の
養
成
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る

C
ツ

こ
れ
ら
を
設
置
・
管
理
す
る
日
本
芸
術
文
化
振
興

会
は
、
平
成
一
五
年
―

0
月
に
独
立
行
政
法
人
へ
と

移
行
し
た
が
、
我
が
国
の
舞
台
芸
術
の
拠
点
と
し
て

そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
よ

り
一
層
の
運
営
の
充
実
を
図
る
こ
と
し
て
い
る
。

国
立
淳
物
館
等
が
収
蔵
す
る
文
化
財
・
美
術
品
に

関
す
る
情
報
｀
．
国
立
劇
場
・
新
国
立
劇
場
の
公
演
等

に
関
す
る
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
と
と
も

に
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
全
固
の
博
物
館
・
美
術
館
・

関
係
団
体
等
か
ら
、
文
化
財
・
美
術
品
情
報
を
は
じ

め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
の
使
用
協
力
を
得
て
「
文

化
遣
産
オ
ン
ラ
イ
ン
試
験
公
開
版
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ノ
ト
上
で
公
開
し
つ
つ
、
そ
の
英
語
版
の
検
討
を
行

う
な
ど
、
引
き
続
き
「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
構
想
」

を
推
進
し
て
い
る
。

国
際
文
化
交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
増
進
し
、

国
際
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
、
芸
術
家
｀
芸
術
団
体

文
化
財
保
護
制
度
の
改
善

円
滑
な
流
通
の
促
進

棚田：白米の千枚田

法
律
ル
ー
ル
の
整
備

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

著
作
権
施
策
の
展
開

69 
68 



二解説口

に
よ
る
国
際
交
流
や
海
外
の
文
化
遣
在
の
保
存
謬
復

へ
の
協
力
の
ほ
か
、
「
日
轄
友
情
年
二

0
0
百
」
や

一日

E
u市
民
交
流
年
」
な
ど
の
国
際
交
流
年
を
派
遣

公
演
や
美
術
交
流
辰
な
ど
の
分
野
で
積
極
的
に
辰
開

す
る
。
ま
た
、
多
様
な
手
段
に
よ
る
日
本
文
化
の
発

信
を
目
的
と
し
て
「
文
化
的
多
様
性
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
第
三
回
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
，
一
や
「
文
化

庁
文
化
交
流
使
」
事
業
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

ソ
フ
ト
＇
パ
ワ
ー
を
さ
ら
に
発
揮
す
る
た
め
、
映
画
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野
を
中日韓芸能交流でのパンソリ （且磨国の伝統芸能）の公演

国
際
的
な
芸
術
文
化
交
流
の
推
進
を
図
り
、
も
っ

て
我
が
国
文
化
の
向
上
と
振
興
に
資
す
る
た
め
、
世

界
的
な
芸
術
団
体
＇
芸
術
家
の
参
加
を
得
て
「
舞
台

芸
術
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に、

A
S
E
A
N
諸
国
等
と
の
二
回
間
交
流
の
拙
進
、

オ
ペ
ラ
綽
の
国
際
共
同
制
作
、
洵
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
「
優
れ
た
芸
術
の
国

際
交
流
」
を
実
施
す
る
。

我
が
国
の
優
れ
た
文
化
財
を
広
く
海
外
に
紹
介
し
、

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
日
本
古
美
術
品
に
よ
る

海
外
で
の
展
覧
会
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
一
七
年

度
は
米
国
の
二
か
所
で
開
悩
予
定
で
あ
る
。

批
界
の
優
れ
た
文
化
貯
は
入
類
共
通
の
貴
重
な
退

産
で
あ
る
と
の
鯰
識
の
も
と
、
我
が
国
の
文
化
財
の

世
界
遣
産
へ
の
登
録
の
推
進
と
、
国
際
的
な
世
界
退

産
の
保
護
に
関
す
る
取
組
定
進
め
る
。

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
「
人
類
の
口
承
及
び
蕪
形
遺
産

に
関
す
る
傑
作
の
宣
言
」
や
、
「
無
形
文
化
遣
産
の
呈

護
に
関
す
る
条
約

l

（
我
が
国
は
平
成
一
六
年
六
月
に

早
期
締
結
を
実
現
、
現
在
未
発
効
）
な
ど
、
ユ
ネ
ス

コ
に
よ
る
無
形
文
化
遺
産
の
保
設
へ
の
取
組
へ
引
き

続
き
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
文
化
財
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
国
際

文
化
財
の
国
際
交
流

芸
術
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力

心
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ジ
の
発
信
を
強
化
し
て
い
る
。

協
力
へ
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、
文
化
財
保
設
国
際

貢
献
事
業
と
し
て
、
各
国
か
ら
の
要
誼
等
に
応
じ
、

専
門
家
等
の
現
地
闊
査
研
究
や
招
へ
い
等
を
行
う
と

と
も
に
、
平
成
一
七
年
度
は
、
「
文
化
財
の
国
際
協
力

の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
（
文
化
財
国
際
協
力
等
推
進

会
議
〈
座
長
二
平
山
郁
夫
東
京
芸
術
大
学
学
長
〉
報

告
）
を
跨
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
文
化
財
保
存
修
復

協
力
：
交
流
を
推
進
す
る
た
め
本
事
業
を
拡
充
し
、

継
続
的
な
国
除
協
力
体
制
の
整
備
に
向
け
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
検
討
を
行
う
。

奈良歴史の道
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旦喜［：畜 1 科学技術理解増進政策の 1 こ：
i馬さ柳 現状と課題

Mr。天
マ吹

堀馬゜

；言 ‘眉り

「-- -— 

日丘言□(1)::

畿「読者からのたより」投稿規定
①1件につき400字以内②住所、氏名、9 年

齢、職業、電話番号を明記（詰上匿名可） ③ 

褐戟分には薄謝進呈

※文章を一部手直しさせていただくことがあ
・ります。

〒'100-8959 東京都千代田区丸の内2-5-1
文部科学省大臣宮房政策罪「文蔀科学時報」絹集部 I 

※電子メールでも受け付けております。 ！ 

⑲「文部科学時報読者アンケート」
文部科学時報読者アンケートは添付のはがき

のほかに電子メー→ルでも受け付けております。

宛先名「jillo@mexi.go.jpJ 

コンピュータネ；；トワークを
利用した文教行政の広報

文部科学省では、我が国の文教施策等を広

＜皆様に紹介するため、インターネットホー I 
ムベ｀ージを利阻して情報を提供しています。 1

また、子どもホームページを設け 情報を提 I
供しています。

ホームページアドレス：

http://www.mexi.go.jp/（半角入＿f)）

子ともホームページアドレス：

疇：//www.m~

▽
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
わ
れ
て

か
ら
は
や
一
か
月
が
経
過
し
桜
前
線
が
各

地
を
移
動
し
て
い
ま
す
。
寒
暖
の
差
も
緩

和
さ
れ
、
日
中
は
、
心
地
よ
い
日
和
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
今
年
は
、
ス

ギ
花
粉
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
花
粉
症
の
症

状
の
出
る
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
特
に
今
年
は
幼
児
、
小
中
学
生
の
発

症
の
多
さ
に
は
蔦
か
さ
れ
ま
す
。
主
た
る

治
療
法
も
見
つ
か
ら
な
い
今
、
体
胴
を
養

え
て
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

▽
さ
て
、
今
月
号
は
、
平
成
一
七
年
度
の

「
文
教
，
科
学
技
術
施
策
の
進
展
」
を
特
集

し
て
お
り
ま
す
。
敦
育
、
文
化
、
科
学
技

編

集

後

記

術
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
な
ど
を
中
心
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
お
f
J
ま
す
の
で
習
ひ
ご
一
読
願
い
ま
す
。

▽
ま
た
、
報
告
で
は
、
先
日
H
I
I
l
A
七

号
機
の
打
上
げ
が
成
功
し
ま
し
た
が
、
そ

の
関
係
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
＞
社
会

と
密
接
な
関
係
を
も
つ
宇
宙
開
発
、
こ
れ

か
ら
の
同
機
の
本
稼
動
や
今
後
の
字
宙
開

発
が
成
功
す
る
こ
と
を
折
り
ま
す
。

▽
本
誌
の
禰
集
但
当
と
し
て
二
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
今
給
い
も
紙
面
を
工
夫
し
内
容

の
充
突
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
顧
い
い
た
し

ま

す

。

（

唐

）

MEXT.61 月刊 文部科学時報 4月号 第1549号

疇叫所有 つ文部科学省c 平成 17年4月］0日印捌
平成 17年4月10日発行

R発行所”-―株式会社きょうせい

本社 〒 104-0061 東京都中央区銀座7-4 -12 

本部 〒167-8088 京京都杉並区荻譴4-30 -16 

電話 03 -5349 -6666（営業部）

URL http://www.gyosei.co.jp 

〇印刷所ー一きょっせいデジ々ル株式会社
- - -

魯本誌の掲載のうち、意見にわたる部分については、それぞれ筆者個人の見解であることをお断りいたします。

Printed in Japan 2005 ISSN 1346-325X Iiiこの刊行物は再生紙を使用しています。

定価610円I本体581円I(〒84円）

年間睛読料7,320円

2
 84 


	文部科学時報（第1549号：昭和17年4月）
	平成17年度の文化行政の展望
	奥付




